
音の特ちょうを生かして音楽をつくろう
４年 組 名前（ ）

月 日
第１時：打楽器の音の出し方を工夫して、いろいろな強弱の変化をつくろう。
（１）強弱を表した図形カードを見て、動きや声で表しましょう。

ア イ ウ エ

（２）全員で「打楽器の音のリレー」をして、それぞれの打楽器の音の特ちょうを見つけましょう。

カウベル タンブリン トライアングル す ず

シェイカー クラベス ウッドブロック カスタネット

（３）打楽器の音の特ちょうを生かした表現を考えながら図形に合う強弱を工夫しましょう。

えらんだ図形： ア イ ウ エ →○をつけましょう。

音の出し方でくふうしたこと：

（４）楽器の音色や音の出し方の工夫について考えたことを学習感想にまとめましょう。
学習感想：



月 日
第２時：いろいろな楽器を使って音の出し方を工夫しながら、図形を音で表そう。

（１）図形カードを使って強弱の変化がある音楽をつくりましょう。
♪音楽づくりをする楽器をえらぶ。

えらんだ楽器： 図形の意味

♪強弱を試しながら、使う図形カードを２枚以上えらぶ。
♪音の出し方を工夫し、強弱の変化がある音楽をつくる。

ア イ ウ エ

【音楽をつくるルール】
☆図形カードを２枚以上使う。

（２）つくった音楽をきき合ってから、自分の作品を「ア イ ウ エ」でカードに書きましょう。

１ ２ １ ２ ３ １ ２ ３ ４

（３）図形の強弱を表すために音の出し方で工夫したことを、学習感想にまとめましょう。



第３時：３つの楽器を組み合わせて、音楽をつくろう。 月 日

（１）図形『ア イ ウ エ』の中から、楽器をえらぶ活動で使うカードをグループで１枚えらびましょう。

えらんだ図形： ア イ ウ エ →○をつけましょう。

（２）(1)の図形で組み合わせたい３つの打楽器をえらびましょう。
楽器の名前：【 】【 】【 】

えらんだ理由

（３）グループでえんそうをして、音色のひびきがよいと思った組み合わせを一つえらびましょう。

（４）音楽のしくみを考えて、グループの作品になるように強弱の変化のある音楽をつくりましょう。

【音楽をつくるルール】
『全部のカードを使う。』

はじめ…１枚のカードを３人でいっしょにえんそうする。 ア イ ウ エ
な か…カード４枚分を自由に組み合わせる。
おわり…１枚のカードを３人でいっしょにえんそうする。

楽器名 はじめ な か おわり

（５）楽器を組み合わせて音楽をつくる時に、工夫したことや考えたことを学習感想にまとめましょう。



月 日
第４時：音の特ちょうに合う強弱を工夫したグループの作品を工夫してつくろう。

（１）グループの作品を交流しましょう。

【「ひびきのよさ」「組合せのよさ」について意見を出すポイント】
〇音の出し方による楽器の音色の特ちょう
〇音の出し方による強弱の変化から感じたこと。
〇楽器の音色や特ちょうから、組み合わせ方のよさについて感じたこと。

（２）他のグループの作品をきいて気付いたことをまとめましょう。

１ 班 ２ 班 ３ 班 ４ 班

５ 班 ６ 班 ７ 班 ８ 班

（３）強弱の工夫や音の出し方や楽器の組み合わせ方を工夫した音楽づくりを通して「音の特ちょう」につ
いて気付いたことを、学習感想にまとめましょう。

４年 組 名前（ ）










